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暖房時における高齢者の周囲気温の実態測定
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目　&り　　　高齢者の温熱環境の実態について、冬季暖房室での周囲気温が3 orを越える

ときもあったことを19 8 9年度大会で報告した。　しかしながら、その温度はストーブの幅射

熱の影響のため、局部的に高温環境になっていると推測された。そこで、本研究では、暖

房時に焦点をあて、室温も含め、高齢者の温熱環境を詳細に把握することを目的とする。

-f3　**　　　新潟市内の高齢者の住宅２戸、高齢者２名を対象に19 88年11月に各々3日

間実態測定を行った。測定項目は各室の室温及び外気温、高齢者の周囲気温と皮膚温（胸

部・手部■足部）の測定、および感覚調査である。なお、各室の室温は３日間継続測定と

したが、高齢者についての測定は　８時からＨ時までとした。

糸吉　凋亀　　　1 ）居間で使用していた暖房器具はストーブと矩燧で、暖房中の室温は1 BX

前後であった。　　2 ）高齢者の矩燧に入る位置はほゞ定位置で、その場所はストーブから

も近い位置であった。従って、居間に在室しているときでも周囲気温の変動が大きく、室

温との差が□℃以上になる時もかなり見受けられた。これは、居間の中での移動および姿

勢の変化のためと考えられる。　　3 ) 部屋の移動に伴う周囲気温の変動幅は　5～□･cで、

外気温が更に低下する真冬では、この変動幅が大きくなることが推測される。　　4 ）部周

の移動に伴う周囲気温の低下は、低下し続ける時間は２～４分程度であったが、各部皮膚

温は周囲気温よりやや遅れて低下し始め、周囲気温が安定または上昇しても、なお低下し

続けていることが多かった。また、周囲気温の変動幅が大きくなると、各部皮膚温の下降

時間が長くなるという傾向がみられた。
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＜目的＞　第１報ｏと同じである。ここでは前報に続き大阪・愛知地区を追加報告すると共

に。5地区をまとめ室温と着衣の関係を中心に比較検討を行う。

＜方法＞　第１報と同じである。

＜匍果＞　愛知地区の閉鎖的住宅では夏冬共にエアコン使用がみられるに対し。解放的住宅

では冬季の暖房が中心である。冬季の寒い側の申告はi8℃であらわれている。大阪地区では

夏季に良好と考える室温は約2S''Cであり。冬季は着衣による調節がなされ厚着の傾向にある。

良好と考える室温は高齢者男性，女子大生で約23°Cであった。

　５地区における夏季の高齢男性着衣量はほぼ0.2-0. 8c lo.女性で0. 4-0. 7clo.両者とも温

熱的中性室温は24-32'Cの範囲であり女性のクーラー使用は男性より少ない。女子大生の温

熱的中性室温は22-32'Cと高齢女性に比べ若干低めである。また，冬季では室温低下に対し

高齢者の着衣の増加量が著しく高い。愛知で1. 7clo.大阪地区で1. 6-2clo.新潟では2. 5c Lo

　で室温26℃の場合もみられた。全体に高齢者の着衣量は大学生に比べ高い値を示す。高齢

者の住居内暖房は20℃以下が多く，これは寒さを凌げる程度の室温である。着衣による調節

もあり寒さに対して強い傾向がみられた。高齢者に対する実態を考慮した室温範囲は着衣量

を夏季0. 2-0. 7clo、冬季1. 0-1. 5cloとし，作業を0. 8-IraetとするとASHRAEの快適範囲とほぽ

同等かやや高い温度すなわち夏季25-29°C、冬季20-25℃が快適な室温の目安となると考えら

れる。
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